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概要 

本レポートは、日本の「統合型ヘルスケアシステムの構築」プロジェクトにおける生成 AI の活用戦略、開発状況、関連

企業の取り組み、期待される効果と課題についてまとめたものである。このプロジェクトは、内閣府の戦略的イノベーシ

ョン創造プログラム（SIP）第 3 期の一環として推進されており、医療デジタルツインや日本独自の医療生成 AI の実現を

通じて、医療現場の効率化、医療の質の向上、国民の健康増進に貢献することを目指している 2 7 。特に 2023 年度補正

予算で「生成 AI の活用」事業が追加され、日本の医療システムと現場に即した形での社会実装に向けた研究開発が加速

している 2 4 。 
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詳細レポート 

プロジェクトの背景と国家戦略における位置づけ 

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP） SIP は、総合科学技術・イノベーション会議（CSTI）が司令塔機能を果た

し、基礎研究から実用化・事業化までを見据えて国家的に重要な課題を解決するためのプログラムである 9 30 。『統合

型ヘルスケアシステムの構築』は SIP 第 3 期（2023～2027 年度）の 14 課題の一つとして進められている 7 。 

Society 5.0 の実現と医療 DX 本プロジェクトは、狩猟社会、農耕社会、工業社会、情報社会に続く新たな社会「Society 

5.0」の医療・ヘルスケア版の実現を目標としている 7 。時間と空間を超えて医療情報が連結・整理・統合され、医療資

源の利活用や医療現場の効率改善を目指す 7 。日本は国民皆保険制度に基づく悉皆性の高い医療情報収集基盤を有し、医

療 DX の取り組みが進展しているものの、異なる医療機関間の医療情報活用は十分ではない 2 4 。 

日本の国際競争力と危機感 SIP 創設の背景には、日本のものづくり産業の競争力低下や「技術で勝ってビジネスで負け

る」状況への強い危機感がある 9 30 。スイスのビジネススクール IMD の『国際競争力年鑑 2024 年版』で、日本は 67 ヵ

国中 38 位と過去最低を更新し、特に「ビジネス効率性」は 51 位と低迷している 30 。科学技術イノベーションの推進に

よって、この状況を打破することが期待されている。 
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生成 AI 活用の意義と日本の現状 

なぜ今、生成 AI なのか ChatGPT に代表される生成 AI は、産業革命に匹敵する社会的インパクトをもたらすと見込ま

れ、世界的にも開発競争が激化している 4 。ヘルスケアデジタルツインにおいては、医療データの収集、標準化・加工、

分析、結果の実務応用といったサイクルのあらゆる場面で、生成 AI がその実現を加速させる可能性を持つ 4 。 

「日の丸医療 LLM」の必要性 主要国（米国、中国、インド等）は経済安全保障の観点からも自前の「ソブリン AI」（大

規模言語モデル LLM/大規模マルチモーダルモデル LMM）を開発している 2 。海外の商用モデルやオープンソースモデル

は、カスタマイズや今後の展開に制約があり、日本語や日本人の医療データの学習量は極めて少ない（例：GPT-3 の日

本語割合 0.11％）2 。日本の医療現場で求められる性能を確保するため、日本独自の医療 LLM の開発が不可欠である

2 。 

「統合型ヘルスケアシステム」における生成 AI 開発の進捗 

2023 年度の補正予算で「生成 AI の活用」事業が追加されて以降、開発が本格化した 2 。 

医療 LLM/LMM の開発状況 

● 2024 年 11 月には医療 LLM プレビュー版（パラメータ数 130 億、1720 億）が、2025 年 2 月には汎用・医療 LLM

リリース版（同 130 億、1720 億）が構築された 2 。 

● プレビュー版は医療テキスト 440 億トークンを学習 2 。リリース版は良質な一般テキスト 0.3 兆トークンの学習で

汎用的推論能力を拡充し、医療ドメインの知識も獲得させた 2 。 
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開発を支える技術と体制 

● 経済産業省のプロジェクト GENIAC で開発途中だった 1720 億パラメータの日本語 LLM を完成させて利用した

2 。 

● 小型モデルで学習させた医療特化型モデルを複数同時進行で作り、後でドッキングさせる「プレハブ方式」により

開発期間を短縮した 2 。 

具体的なユースケースとプロトタイプ開発 2024 年度までに以下のプロトタイプ構築が完了した 2 。 

● 診療支援: 14 件計画中 13 件完了（例：因果に基づく医療文書の解析と要約作成、紹介状・報告書作成システム構

築） 

● 医療行政支援: 4 件計画中 4 件完了（例：人口動態調査死亡票の自由記載からの自動 ICD11 コーディング） 

● 研究開発支援: 3 件計画中 1 件完了（例：医療カルテから臨床上重要なイベント情報を抽出するシステム構築） 永

井良三プログラムディレクターは、この事業を宇宙開発に例え、医療 LMM/LMM の構築を「日の丸宇宙ステーショ

ン」、ユースケースを「小型衛星」、医療データ基盤を「地上局」と表現している 2 25 。 

社会実装に向けた企業の取り組みと連携 

全国の大学や医療機関、企業が連携し、ネットワークを形成している 2 。 

株式会社アルム DeNA の子会社であるアルムは、SIP のテーマ 3「循環器救急領域における LLM/LMM アプリケーション

の構築を通した個別化医療の実現に関する研究」に採択され、医療・ヘルスケア領域における生成 AI エコシステムプロ

ジェクトを開始した 3 15 。医療関係者間コミュニケーションアプリ「Join」などを活用し、質の高い医療データの生成

AI への提供、出力モニタリング、診療支援・保健行政支援ツールの提供に取り組む 3 14 。 

ABEJA 株式会社 NCGM が公募した SIP「統合型ヘルスケアシステムの構築における生成 AI の活用」の研究開発課題

「日本語版医療 LLM の開発ならびに臨床現場における社会実装検証」に共同研究開発機関として参画している 12 21 。

さくらインターネットの計算基盤を用い、各ユースケースに合わせたシステムアプリケーション共通基盤の提供や、日本

語版医療 LLM の追加学習開発を担う 12 。 

TXP Medical 株式会社 テーマ 1「医療 LLM 基盤の研究開発・実装」のサブテーマ『生成 AI を活用した救急用語集標準化

サイクルの確立と救急データ登録支援システムの構築』およびテーマ 3 に取り組んでいる 15 22 。救急外来部門システム

への Speech to LMM 技術の応用などの研究成果を発表している 15 。 

プレシジョン株式会社と相澤病院 医療現場における国産生成 AI の活用に関する実証実験を開始している 11 。 

その他事例 HITO 病院では、糖尿病患者一人ひとりのパーソナルデータに基づいた食事指導やリハビリメニューの考案に

AI を活用している 13 27 。 

期待される効果と克服すべき課題 
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生成 AI がもたらす医療現場の変革 生成 AI の活用により、以下のような多岐にわたる効果が期待される 3 10 8 。 

● 業務効率化（医療記録、診断報告書、サマリー等の自動生成、カルテ等の文書作成支援） 

● 診断精度の向上（医療画像のノイズ除去や解像度向上） 

● 医師の働き方改革 

● 医療過誤の防止 

● 地域格差の是正 

● 個別化医療の推進 

● 創薬プロセスの効率化（新薬の分子構造設計、薬剤作用予測） 

実用化に向けた課題と留意点 一方で、以下のような課題やデメリットにも留意が必要である 3 32 。 

● 未学習の症例の見落としや誤診のリスク 

● データの品質、プライバシー保護、セキュリティ 

● アルゴリズムのバイアス 

● AI の出力結果に対する信頼性の確保と説明可能性 

● 適切なガバナンス体制の構築 

● 医療従事者の AI リテラシー向上とトレーニング 

普及・啓発活動 

公開シンポジウムの開催 プロジェクトの研究内容や成果を広く周知し、関係者間のコミュニケーションを促進するた

め、公開シンポジウムが開催されている。直近では、2025 年 4 月 30 日に国立健康危機管理研究機構主催（内閣府後援）

で「SIP 第 3 期『統合型ヘルスケアシステムの構築における生成 AI の活用』公開シンポジウム」が開催され、研究開発

責任者による成果発表やデモ展示が行われた 1 5 6 。これらのシンポジウムの動画も公開されている 1 18 。 

専門家の視点：医療機関における AI 導入のポイント (EY Japan より) 

医療機関やヘルスケア企業が AI と生成 AI の戦略を策定・推進する上で、EY Japan は以下の 5 つの重要なポイントを提

示している 32 。 

1. 経営層のコミットメントを得る AI 導入はトップダウンで推進する必要があり、経営層は明確なビジョンと戦略を示

し、継続的に取り組む必要がある 32 。初期の失敗で戦略を放棄せず、低リスクの社内ユースケースから着手し、徐々に

範囲を拡大することが推奨される 32 。 
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2. 適切なガバナンスを整備し、AI 戦略への信頼度を高める バイアスのかかったアルゴリズムやデータセットの変化が患

者ケアに及ぼすリスクを防ぐため、パフォーマンス監視と変更管理が不可欠である 32 。「説明可能な AI（XAI）」の重

要性も指摘されており、AI ガバナンスを既存の組織・データガバナンスと調和させることが求められる 32 。 
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3. AI 戦略を強化するため、適切なデータインフラを構築する 将来のヘルスケアシステムのニーズに柔軟に対応できるデ

ータインフラの構築が不可欠である 32 。データ戦略とデータガバナンスを見直し、データ標準を活用し、オンプレミス

からクラウドへの移行などでスケーラビリティと柔軟性を向上させることが推奨される 32 。 

 

 

 
 

4. AI トレーニングの実施により、従業員のスキル習得と向上を実現する 医療従事者自身が AI リテラシーを身に付け、

日常業務に AI が組み込まれる今後に備える必要がある 32 。データのバイアス認識やパフォーマンス監視方法を理解する
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ための研修が重要となる 32 。 

 

 

 
 

5. 自社の AI 成熟度に合ったユースケースを優先する AI 導入の初期段階では、バックオフィス業務など比較的リスクの

低い領域から着手し、ガバナンスやケイパビリティが成熟するにつれて、患者への医療提供といったより複雑なユースケ

ースへと範囲を拡大していくことが望ましい 32 。 

要約 

「統合型ヘルスケアシステムの構築における生成 AI の活用」プロジェクトは、日本の医療 DX を加速し、Society 5.0 の

実現を目指す国家的な取り組みである。国産医療 LLM の開発、多様なユースケースでの実証実験、企業連携を通じて、

診療支援、医療行政支援、研究開発支援など多岐にわたる分野での革新が期待されている 2 4 7 。成功には、技術開発だ

けでなく、データガバナンスの確立、人材育成、倫理的課題への対応が不可欠であり、産学官連携による継続的な努力が

求められる 2 3 32 。本プロジェクトは、第 3 期終了（2027 年度）とその後の 5 年で「医療デジタルツイン」や「日本独

自の医療生成 AI」が当たり前になる時代を目指している 2 7 。 

1. 統合型ヘルスケアシステムの構築における生成 AI の活用 

2. 【統合型ヘルスケアシステム】社会実装に向け生成 AI も活用 
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3. 医療・ヘルスケア領域の生成 AI エコシステムプロジェクトを開始 

4. 生成 AI による救急用語の標準化と救急データ登録プロジェクト ... 

5. SIP 第 3 期「統合型ヘルスケアシステムの構築における生成 AI の ... 

6. SIP 第 3 期「統合型ヘルスケアシステムの構築における生成 AI の ... 

7. 【統合型ヘルスケアシステム】社会実装に向け生成 AI も活用 

8. 医療機関が AI を活用し、ヘルスケア変革を加速させるには － EY 

9. 【統合型ヘルスケアシステム】社会実装に向け生成 AI も活用 

10. 生成 AI の医療分野での活用に向けた３つの提言 － 東京財団 

11. プレシジョン、相澤病院と医療現場における国産の生成 AI 活用 ... 

12. ABEJA、NCGM が公募した 戦略的イノベーション ... － PR TIMES 

13. HITO 病院における生成 AI 活用事例と、ヘルスケア分野 ... 

14. アルム 医療・ヘルスケア領域で生成 AI エコシステム ... 

15. SIP 第 3 期「統合型ヘルスケアシステムの構築における生成 AI の ... 

16. SIP 第 3 期「統合型ヘルスケアシステムの構築における生成 AI の ... 

17. SIP 第 3 期「統合型ヘルスケアシステムの構築における生成 AI の ... 

18. 統合型ヘルスケアシステムの構築における生成 AI の活用 

19. 【統合型ヘルスケアシステム】社会実装に向け生成 AI も活用 
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